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す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
六
条
第
一
項
若
し

く
は
第
十
八
条
第
一
項
又
は
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八

号
）
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
条
若
し
く
は
第

五
条
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
者

　
　

第
四
条
を
削
る
。

　
　

第
五
条
の
見
出
し
を
「（
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
の
対
象
か

ら
除
く
者
）」
に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

　
　
　

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

者
と
す
る
。

　
　

第
五
条
第
二
号
中
「
十
年
経
験
者
研
修
を
受
け
た
者
」
を
「
法
第

二
十
四
条
第
一
項
の
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
（
以
下
「
中
堅
教

諭
等
資
質
向
上
研
修
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
者
で
、
任
命
権
者
が

当
該
者
の
能
力
、
適
性
等
を
勘
案
し
て
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

を
実
施
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号

中
「
十
年
経
験
者
研
修
」
を
「
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
」
に
改

め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

　
　

第
六
条
中
「
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
七
条
を
第
六
条
と
し
、
第

八
条
を
第
七
条
と
す
る
。

　
　

第
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
同
条
の

前
に
見
出
し
と
し
て
「（
教
育
公
務
員
に
準
ず
る
者
）」
を
付
す
る
。

　
　

第
十
条
中
「
、
第
二
十
五
条
」
を
削
り
、
同
条
を
第
九
条
と
す

る
。

　
　

第
十
一
条
中
「
、
第
二
十
五
条
」
を
削
り
、
同
条
を
第
十
条
と

し
、
第
十
二
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

　
　

第
十
三
条
第
三
項
中
「
国
家
公
務
員
法
」
の
下
に
「（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す

〇
教
育
公
務
員
特
例
法
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

　
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令（
抄
）

平
成
二
九
・
二
・
一
七　

政  　
令  　
二  　
二　

　
（
教
育
公
務
員
特
例
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

教
育
公
務
員
特
例
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
三
条
を
削
る
。

　
　

第
二
条
中
「
指
定
す
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）」
を
削
り
、「
第
八

条
各
号
」
を
「
第
七
条
各
号
」
に
改
め
、「
次
条
及
び
」、「（
次
条
第

三
項
第
五
号
に
お
い
て
「
国
立
大
学
法
人
」
と
い
う
。）」、「（
次
条

第
三
項
第
五
号
に
お
い
て
「
公
立
大
学
法
人
」
と
い
う
。）」
及
び

「
次
条
第
一
項
及
び
」
を
削
り
、「
次
条
第
三
項
第
五
号
並
び
に
第
五

条
第
二
号
」
を
「
次
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「（
平

成
三
年
法
律
第
百
十
号
）」
及
び
「（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八

号
）」
を
削
り
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

　
　

（
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
）

　

第
二
条　

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
者
と
す
る
。

　
　

一　

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
者

　
　

二　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）

第
二
十
六
条
の
六
第
七
項
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

平
成
二
八
・
一
二
・
九　

文　

科　

令　

三　

四　

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
百
四
十
条
中
「
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
」
を
「
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
」
に
、「
）
及
び
」
を
「
）、
第
八
十
三
条
及
び
第
八
十
四
条
（
第

百
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
並
び
に
」
に
改

め
る
。

　

第
百
四
十
一
条
中
「
当
該
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
」
の

下
に
「
、
高
等
学
校
」
を
加
え
、「
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又

は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
」
を
「
、
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
、
中
学
部
若
し
く
は
高

等
部
」
に
、「
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
」
を
「
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
」
に

改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

目　

次

●
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
八
・
一
二
・
九
文
科
令
三
四
）  

 

3

●
教
育
公
務
員
特
例
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
九
・
二
・
一
七
政
令

　

二
二
）（
抄
）  

 

3

●
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
九
・
三
・
一
四
文
科
令
四
）  

 

4

●
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に

　

伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
九
・
三
・
三
一
文
科
令
一
二
）（
抄
）  

 

4

●
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
九
・
三
・
三
一
文
科
令
一
八
）  

 

5

●
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
九
・
三
・
三
一
文
科
令
二
〇
）  
 

6

●
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
九
・
三
・
三
一
文
科
令
二
四
）（
抄
）  
 

8

●
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
九
・
四
・

　

二
六
法
二
五
）（
抄
）  

 

8

●
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
九
・
四
・
二
八
文
科
令
二
七
）  

 

9

●
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
・
五
・
一
七
法
二
九
）（
抄
）  

 

9

●
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
・
五
・
三
一
法
四
一
）（
抄
）  

 

10

●
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
九
・
六
・
二
法
四
五
）（
抄
）  

 

12

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
・
六
・
二
法
五
二
）（
抄
）  

 

12

●
児
童
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
九
・
六
・
二
一
法
六
九
）（
抄
）  

 

13
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る
も
の
を
夜
間
そ
の
他
特
別
の
時
間
に
お
い
て
教
育
す
る
場
合
に

は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
百
二
十
六

条
、
第
百
二
十
七
条
及
び
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

特
別
の
教
育
課
程
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

平
成
二
九
・
三
・
三
一　

文　

科　

令　

一　

八　

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
十
六
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
六
条
の
四　

小
学
校
に
お
い
て
、
学
齢
を
経
過
し
た
者
の
う

ち
、
そ
の
者
の
年
齢
、
経
験
又
は
勤
労
の
状
況
そ
の
他
の
実
情
に
応

じ
た
特
別
の
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
を
夜
間
そ
の
他
特
別
の

時
間
に
お
い
て
教
育
す
る
場
合
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
（
中
学
校
連

携
型
小
学
校
に
あ
つ
て
は
第
五
十
二
条
の
三
、
第
七
十
九
条
の
九
第

二
項
に
規
定
す
る
中
学
校
併
設
型
小
学
校
に
あ
つ
て
は
第
七
十
九
条

の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
九
条
の
五
第
一
項
）
及
び
第

五
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
の
教
育
課
程
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
七
十
九
条
中
「
第
五
十
六
条
の
二
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第

五
十
六
条
の
四
」
を
加
え
る
。

　

第
七
十
九
条
の
六
及
び
第
百
八
条
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
三
」

を
「
第
五
十
六
条
の
四
」
に
改
め
、「
第
五
十
六
条
の
二
」
の
下
に

「
及
び
第
五
十
六
条
の
四
」
を
加
え
る
。

　

第
百
三
十
二
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
三
十
二
条
の
五　

特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
又
は
中
学
部
に
お
い

て
、
学
齢
を
経
過
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
者
の
年
齢
、
経
験
又
は
勤

労
の
状
況
そ
の
他
の
実
情
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
を
行
う
必
要
が
あ

　
　

第
十
九
条
中
「
市
町
村
」
の
下
に
「（
市
町
村
が
単
独
で
又
は
他

の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。）」
を
加

え
る
。

　
　

第
六
十
一
条
中
「
の
教
育
委
員
会
」
の
下
に
「（
公
立
大
学
法
人

の
設
置
す
る
小
学
校
に
あ
つ
て
は
、
当
該
公
立
大
学
法
人
の
理
事

長
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

　
　

第
六
十
三
条
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に
「（
公
立
大
学
法
人
の

設
置
す
る
小
学
校
に
あ
つ
て
は
、
当
該
公
立
大
学
法
人
の
理
事
長
）」

を
加
え
る
。

　
　

第
九
十
条
第
五
項
中
「
の
高
等
学
校
」
の
下
に
「（
公
立
大
学
法

人
の
設
置
す
る
高
等
学
校
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

　
　

第
百
七
十
九
条
中
「
、
第
六
十
一
条
中
「
教
育
委
員
会
」
と
あ
る

の
は
「
教
育
委
員
会
（
公
立
大
学
法
人
の
設
置
す
る
高
等
専
門
学
校

に
あ
つ
て
は
、
当
該
公
立
大
学
法
人
の
理
事
長
）」
と
」
を
削
る
。

　
　

第
百
八
十
九
条
中
「
市
町
村
」
の
下
に
「（
市
町
村
が
単
独
で
又

は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。）」

を
加
え
る
。

　
　

第
百
九
十
条
中
「
の
市
町
村
」
の
下
に
「（
市
町
村
が
単
独
で
又

は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。）」

を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
文

部
科
学
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関

す
る
省
令
（
抄
）

平
成
二
九
・
三
・
三
一　

文　

科　

令　

一　

二　

　
（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
三
条
中
「
義
務
教
育
学
校
」
の
下
に
「（
市
町
村
が
単
独
で
又

は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立

行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一

項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
設
置
す

る
小
学
校
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校
を
含
む
。
第
七
条
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

　
　

第
十
七
条
中
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
」
の
下
に
「
又
は
都
道

府
県
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
地
方
公
共
団
体
と
共
同
し
て
設
立
す

る
公
立
大
学
法
人
の
理
事
長
」
を
、「
市
町
村
の
教
育
委
員
会
」
の

下
に
「
又
は
市
町
村
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
市
町
村
と
共
同
し
て

設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
の
理
事
長
」
を
、「
当
該
都
道
府
県
」
の

下
に
「
又
は
当
該
都
道
府
県
が
単
独
で
若
し
く
は
他
の
地
方
公
共
団

体
と
共
同
し
て
設
立
す
る
公
立
大
学
法
人
」
を
加
え
る
。

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

平
成
二
九
・
三
・
一
四　

文  　
科  　
令  　
四　

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
八
条
の
二　

部
活
動
指
導
員
は
、
中
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
、
科
学
等
に
関
す
る
教
育
活
動
（
中
学
校
の
教
育
課
程
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）
に
係
る
技
術
的
な
指
導
に
従
事
す

る
。

　

第
七
十
九
条
の
八
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

第
七
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
準

用
す
る
。

　

第
百
四
条
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
を
除
く
。）」
の
下
に
「
及
び
第

七
十
八
条
の
二
」
を
加
え
る
。

　

第
百
十
三
条
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第

七
十
八
条
の
二
」
を
加
え
る
。

　

第
百
三
十
五
条
第
四
項
中
「
及
び
第
七
十
八
条
」
を
「
、
第
七
十
八

条
及
び
第
七
十
八
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
七
十
一

条
」
の
下
に
「
、
第
七
十
八
条
の
二
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

る
。

　
　

附
則
第
二
項
の
見
出
し
及
び
同
項
中
「
附
則
第
四
条
第
一
項
の
政

令
で
指
定
す
る
」
を
「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
附
則
第
四
条
第
一
項
後
段
」
を
「
附
則
第

五
条
第
一
項
後
段
」
に
改
め
る
。

　
　

附
則
第
三
項
の
見
出
し
中
「
十
年
経
験
者
研
修
」
を
「
中
堅
教
諭

等
資
質
向
上
研
修
」
に
改
め
、
同
項
中
「
第
三
条
第
三
項
第
五
号
並

び
に
第
五
条
第
二
号
」
を
「
第
四
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　
　

附
則
第
四
項
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
附
則
第
六
条
」
を
「
附

則
第
七
条
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
し
、
附
則
第
三
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
　

（
十
年
経
験
者
研
修
を
受
け
た
者
に
対
す
る
中
堅
教
諭
等
資
質
向

上
研
修
の
特
例
）

　

４　

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
第
四
条
各
号

に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
教
育
公
務
員
特
例
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
十
年
経
験
者
研
修
を
受

け
た
者
で
、
任
命
権
者
が
当
該
者
の
能
力
、
適
性
等
を
勘
案
し
て

中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
を
実
施
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る

も
の
と
す
る
。

　
　
　

附
　
則
（
抄
）

　
（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。〔
た

だ
し
書
略
〕

　45　



　

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
別
表
第
一
（
附
則
第
二
項
関
係
）

区　
　
　
　

分

第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
第
四
学
年
第
五
学
年
第
六
学
年

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数

一
五

一
五

五
〇

五
〇

総
授
業
時
数

八
五
〇

九
一
〇

九
六
〇

九
九
五

九
九
五

九
九
五

　

備
考　

こ
の
表
の
授
業
時
数
の
一
単
位
時
間
は
、
四
十
五
分
と
す
る
。

附
則
別
表
第
二
（
附
則
第
三
項
関
係
）

区　
　
　
　

分

第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
第
四
学
年
第
五
学
年
第
六
学
年

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数

一
五

一
五

五
〇

五
〇

総
授
業
時
数

八
五
〇

九
一
〇

九
六
〇

九
九
五

九
九
五

九
九
五

　

備
考

　
　

一　

こ
の
表
の
授
業
時
数
の
一
単
位
時
間
は
、
四
十
五
分
と
す
る
。

　
　

二　

各
学
年
に
お
い
て
は
、
外
国
語
活
動
か
ら
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
義
務
教

育
学
校
、
中
学
校
連
携
型
小
学
校
及
び
小
学
校
連
携
型
中
学
校
並
び
に
中
学
校
併
設
型
小
学
校
及
び
小

学
校
併
設
型
中
学
校
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
た
め
に
特
に
必
要
な
教
科
等
の
授
業
時
数
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

特
別
活
動
の
授
業
時
数

三
四

三
五

三
五

三
五

三
五

三
五

総
授
業
時
数

八
五
〇

九
一
〇

九
八
〇
一
〇
一
五
一
〇
一
五
一
〇
一
五

　

備
考

　
　

一　

こ
の
表
の
授
業
時
数
の
一
単
位
時
間
は
、
四
十
五
分
と
す
る
。

　
　

二　

特
別
活
動
の
授
業
時
数
は
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
第
七
十
九
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）
で
定
め
る
学
級
活
動
（
学
校
給
食
に
係
る
も
の
を
除
く
。）
に
充
て
る
も
の
と
す

る
。

　
　

三　

各
学
年
に
お
い
て
は
、
各
教
科
、
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳
、
外
国
語
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
及
び
特
別
活
動
の
授
業
時
数
か
ら
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
義
務
教
育
学

校
、
中
学
校
連
携
型
小
学
校
及
び
小
学
校
連
携
型
中
学
校
並
び
に
中
学
校
併
設
型
小
学
校
及
び
小
学
校

併
設
型
中
学
校
の
教
育
課
程
を
編
成
す
る
た
め
に
特
に
必
要
な
教
科
等
（
別
表
第
二
の
三
に
お
い
て

「
小
中
一
貫
教
科
等
」
と
い
う
。）
の
授
業
時
数
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

１　

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
小
学
校
の
各
学
年
に
お
け
る
外

国
語
活
動
の
授
業
時
数
及
び
総
授
業
時
数
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

附
則
別
表
第
一
に
定
め
る
外
国
語
活
動
の
授
業
時
数
及
び
総
授
業
時
数
を
標
準
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に

定
め
る
外
国
語
活
動
の
授
業
時
数
の
授
業
の
実
施
の
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
授
業
時
数
及
び
総
授
業
時
数
か
ら
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
授
業
時
数
を
減
じ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
。

３　

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
中
学
校
連
携
型
小
学
校
、
義
務

教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
中
学
校
併
設
型
小
学
校
の
各
学
年
に
お
け
る
外
国
語
活
動
の
授
業
時
数
及
び
総

授
業
時
数
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
別
表
第
二
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
第
二
に
定
め
る

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数
及
び
総
授
業
時
数
を
標
準
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に
定
め
る
外
国
語
活
動
の
授

業
時
数
の
授
業
の
実
施
の
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数
及
び

総
授
業
時
数
か
ら
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
授
業
時
数
を
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
二
九
・
七
・
七
文
科
令
二
九
）

総
授
業
時
数

八
五
〇

九
一
〇

九
八
〇
一
〇
一
五
一
〇
一
五
一
〇
一
五

　

備
考

　
　

一　

こ
の
表
の
授
業
時
数
の
一
単
位
時
間
は
、
四
十
五
分
と
す
る
。

　
　

二　

特
別
活
動
の
授
業
時
数
は
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
定
め
る
学
級
活
動
（
学
校
給
食
に
係
る
も
の

を
除
く
。）
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

　
　

三　

第
五
十
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳
の
ほ
か
に
宗
教
を
加
え
る
と
き

は
、
宗
教
の
授
業
時
数
を
も
つ
て
こ
の
表
の
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳
の
授
業
時
数
の
一
部
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。（
別
表
第
二
か
ら
別
表
第
二
の
三
ま
で
及
び
別
表
第
四
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
と

す
る
。）

　

別
表
第
二
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
（
第
五
十
二
条
の
三
、
第
七
十
九
条
の
五
第
一
項
、
第
七
十
九
条
の
十
二
関
係
）

区　
　
　
　

分

第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
第
四
学
年
第
五
学
年
第
六
学
年

数時業授の科教各
国
語

三
〇
六

三
一
五

二
四
五

二
四
五

一
七
五

一
七
五

社
会

七
〇

九
〇

一
〇
〇

一
〇
五

算
数

一
三
六

一
七
五

一
七
五

一
七
五

一
七
五

一
七
五

理
科

九
〇

一
○
五

一
〇
五

一
○
五

生
活

一
〇
二

一
〇
五

音
楽

六
八

七
〇

六
〇

六
〇

五
〇

五
〇

図
画
工
作

六
八

七
〇

六
〇

六
〇

五
〇

五
〇

家
庭

六
〇

五
五

体
育

一
〇
二

一
〇
五

一
〇
五

一
〇
五

九
〇

九
〇

外
国
語

七
〇

七
〇

特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳
の
授
業
時
数

三
四

三
五

三
五

三
五

三
五

三
五

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数

三
五

三
五

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数

七
〇

七
〇

七
〇

七
〇

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

平
成
二
九
・
三
・
三
一　

文　

科　

令　

二　

〇　

　
　
　
　
　

改
正　

平
成
二
九
・
七
・
七
文
科
令
二
九

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
十
条
第
一
項
中
「
及
び
体
育
」
を
「
、
体
育
及
び
外
国
語
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
五
十
一
条
関
係
）

区　
　
　
　

分

第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
第
四
学
年
第
五
学
年
第
六
学
年

数時業授の科教各
国
語

三
〇
六

三
一
五

二
四
五

二
四
五

一
七
五

一
七
五

社
会

七
〇

九
〇

一
〇
〇

一
〇
五

算
数

一
三
六

一
七
五

一
七
五

一
七
五

一
七
五

一
七
五

理
科

九
〇

一
○
五

一
〇
五

一
○
五

生
活

一
〇
二

一
〇
五

音
楽

六
八

七
〇

六
〇

六
〇

五
〇

五
〇

図
画
工
作

六
八

七
〇

六
〇

六
〇

五
〇

五
〇

家
庭

六
〇

五
五

体
育

一
〇
二

一
〇
五

一
〇
五

一
〇
五

九
〇

九
〇

外
国
語

七
〇

七
〇

特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳
の
授
業
時
数

三
四

三
五

三
五

三
五

三
五

三
五

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数

三
五

三
五

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数

七
〇

七
〇

七
〇

七
〇

特
別
活
動
の
授
業
時
数

三
四

三
五

三
五

三
五

三
五

三
五
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〇
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
抄
）

平
成
二
九
・
五
・
一
七　

法　
　
　

二　
　
　

九　

　
（
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
改
正
）

附
則
・
第
六
条　

教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
第
二
項
中
「（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に

規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
第
二
十
三
条
第

二
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

　
　

第
八
条
第
一
項
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）」
を
加
え
る
。

　
　

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「（
条
件
付
任
用
）」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、「
同
項
」

を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
（
」

を
「
第
二
十
二
条
（
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
七
項
及
び
」
に
、

「
同
条
同
項
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

　
　

第
十
七
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

２　

前
項
の
規
定
は
、
非
常
勤
の
講
師
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
及
び

同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

　
　
　
附
　
則
（
抄
）

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

平
成
二
九
・
四
・
二
八　

文　

科　

令　

二　

七　

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
百
二
十
六
条
第
一
項
中
「
及
び
体
育
」
を
「
、
体
育
及
び
外
国

語
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
外
国
語
活
動
を
加
え
て
教
育

課
程
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の

二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）」
を
「
中

核
市
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則
（
抄
）

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

　

一
・
二　

〔
略
〕

　

三　

第
五
条
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除

く
。）
〔
中
略
〕
の
規
定　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

ど
も
園
法
」
に
、「
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項

の
指
定
都
市
又
は
同
法
」
を
「
指
定
都
市
又
は
地
方
自
治
法
」
に
改

め
る
。

　
　

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
市
町
村
長
（
」
の
下
に
「
指
定
都
市
所

在
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
。
以
下
こ

の
項
及
び
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）
に
つ
い
て
は
当

該
指
定
都
市
の
長
を
除
き
、」
を
、「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
」
の

下
に
「
指
定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
園
、」
を
加
え
る
。

　
　

第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
都
道
府
県
知
事
（
」
の
下
に
「
指

定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
当
該
指
定
都
市
の
長
と

し
、」
を
加
え
る
。

　
（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
第
三
号
」

を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と

し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

三　

当
該
指
定
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
が
一
の
地
方
自

治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下

「
中
核
市
」
と
い
う
。）
の
区
域
に
所
在
す
る
指
定
障
害
児
通
所

支
援
事
業
者　

中
核
市
の
長

　
　

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
五
の

二
十
七
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八

第
五
項
中
「
指
定
都
市
」
の
下
に
「
若
し
く
は
中
核
市
」
を
加
え

る
。

　
　

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」

に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
四
条
の
十
九
の
二
中
「
規
定
」
の
下
に
「（
中
核
市
の
長

に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

〇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
（
抄
）

平
成
二
九
・
四
・
二
六　

法　
　
　

二　
　
　

五　

　
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
七
条
第
四
項
中
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」
に
改

め
る
。

　
　

第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
要
件
（
当
該
認
定
こ
ど
も
園
が
同
項
」

を
「
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
（
地
方
自
治
法
第

二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」

と
い
う
。）
の
区
域
内
に
所
在
す
る
認
定
こ
ど
も
園
（
都
道
府
県
が

設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
指
定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
園
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
）
の
条
例
で
定
め
る
要

件
（
当
該
認
定
こ
ど
も
園
が
認
定
こ
ど
も
園
法
第
三
条
第
一
項
」
に

改
め
、「
又
は
同
項
」
の
下
に
「
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
（
指
定

都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
）」
を
加

え
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
」
を
「
認
定
こ
ど
も
園
法
第
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
（
指
定
都
市
所
在
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
、
当
該
指
定
都
市
）」
に
、「
）
又
は
同
法
」
を
「
）
又
は
認
定
こ

〇
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
抄
）平

成
二
九
・
三
・
三
一　

文　

科　

令　

二　

四　

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
九
条
中
「
第
六
十
八
条
ま
で
」
の
下
に
「（
第
六
十
五
条
の

二
及
び
第
六
十
五
条
の
三
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
六
条
第
三
項
中
「
し
、
そ
の
他
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
」
を

「
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
を
つ
か
さ
ど
る
」
を
「
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
連
絡
調
整
及
び
指
導
、
助
言
に
当
た
る
」
に
改
め

る
。

　

第
四
章
第
四
節
中
第
六
十
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
の
二　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
小
学
校
に
お
け
る

児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事
す
る
。

第
六
十
五
条
の
三　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
小
学
校
に

お
け
る
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事
す
る
。

　

第
八
十
二
条
第
三
項
中
「
し
、
そ
の
他
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
」
を

「
す
る
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
含

む
。）」
を
加
え
る
。

　
　

附
則
第
九
項
の
表
備
考
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第

三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
　

二　

第
二
欄
に
掲
げ
る
「
短
期
大
学
士
の
学
位
」
に
は
、
学
校

教
育
法
第
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定

め
る
学
位
（
専
門
職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ

れ
る
も
の
を
除
く
。）
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
文
部

科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
　

別
表
第
一
備
考
第
二
号
中
「
に
は
、」
の
下
に
「
学
校
教
育
法
第

百
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
有
す

る
場
合
又
は
」
を
加
え
、「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同

表
備
考
第
二
号
の
二
中
「
に
は
、」
の
下
に
「
学
校
教
育
法
第
百
四

条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
（
専
門
職
大

学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）
を
有
す

る
場
合
又
は
」
を
加
え
、「
こ
れ
」
を
「
学
士
の
学
位
を
有
す
る
こ

と
」
に
改
め
、
同
表
備
考
第
二
号
の
三
中
「
に
は
」
の
下
に
「
、
学

校
教
育
法
第
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る

学
位
（
専
門
職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
を

除
く
。）
若
し
く
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定

め
る
学
位
を
有
す
る
場
合
」
を
加
え
る
。

　
　

別
表
第
二
備
考
第
一
号
中
「
に
は
、」
の
下
に
「
学
校
教
育
法
第

百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
（
専
門

職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）
若

し
く
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を

有
す
る
場
合
又
は
」
を
加
え
、「
こ
れ
」
を
「
短
期
大
学
士
の
学
位

を
有
す
る
こ
と
若
し
く
は
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
す
る
養
護
教
諭
養

成
機
関
を
卒
業
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

　
　

別
表
第
二
の
二
備
考
第
一
号
中
「
に
は
、」
の
下
に
「
学
校
教
育

　

第
百
八
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

　
　

第
二
項
の
大
学
の
う
ち
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
専

門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
実
践
的
か
つ
応
用
的
な
能

力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
専
門
職
短
期
大
学
と

す
る
。

　
　

第
八
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
大
学
に
準
用
す

る
。

　

第
百
九
条
第
三
項
中
「
専
門
職
大
学
院
」
を
「
専
門
職
大
学
等
又
は

専
門
職
大
学
院
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則
（
抄
）

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
た
だ
し
書
略
〕

　
（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
及
び
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
中

「
卒
業
し
た
者
」
の
下
に
「（
当
該
学
科
又
は
当
該
課
程
を
修
め
て
同

法
に
基
づ
く
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。）」

を
加
え
る
。

　
　

第
十
八
条
の
六
第
一
号
中
「
卒
業
し
た
者
」
の
下
に
「（
学
校
教

育
法
に
基
づ
く
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含

む
。）」
を
加
え
る
。

　
（
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条　

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
五
条
第
六
項
第
一
号
中
「
学
位
」
の
下
に
「（
学
校
教
育
法
第

百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
（
専
門

職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）
又

て
、
教
育
課
程
を
編
成
し
、
及
び
実
施
し
、
並
び
に
教
員
の
資
質
の

向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

第
百
四
条
第
一
項
中
「
第
百
八
条
第
二
項
」
を
「
専
門
職
大
学
及
び

第
百
八
条
第
二
項
」
に
、「
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
。
以
下
こ
の
項
及

び
第
七
項
」
に
、「
学
士
」
を
「
、
学
士
」
に
改
め
、「
、
大
学
院
（
専

門
職
大
学
院
を
除
く
。）
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
修
士
又
は
博

士
の
学
位
を
、
専
門
職
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
文
部
科

学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
大
学
」
を

「
大
学
院
を
置
く
大
学
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
短
期
大
学
は
」

を
「
短
期
大
学
（
専
門
職
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）
は
」
に
、「
対
し
」
を
「
対
し
、」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第

一
号
中
「
短
期
大
学
」
の
下
に
「（
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
含

む
。）」
を
、「
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
」
の
下
に
「（
専
門
職
大

学
の
前
期
課
程
に
あ
つ
て
は
、
修
了
し
た
者
）」
を
加
え
る
。

　

第
百
四
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
　

専
門
職
短
期
大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
専
門
職
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
、
文
部
科
学
大
臣
の

定
め
る
学
位
を
授
与
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
百
四
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

　
　

専
門
職
大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
専

門
職
大
学
を
卒
業
し
た
者
（
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
そ
の
課
程
を
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
に
区
分
し
て
い
る
専
門
職

大
学
に
あ
つ
て
は
、
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。）
に
対
し
、

文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
授
与
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

大
学
院
を
置
く
大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
大
学
院
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
。）
の
課
程
を
修
了
し
た
者

に
対
し
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
、
専
門
職
大
学
院
の
課
程
を
修
了

し
た
者
に
対
し
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
授
与
す
る
も
の
と

す
る
。

　
　

専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
お
け
る
教
育
は
、
第
八
十
三
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
目
的
の
う
ち
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を

担
う
た
め
の
実
践
的
か
つ
応
用
的
な
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

専
門
職
大
学
の
後
期
課
程
に
お
け
る
教
育
は
、
前
期
課
程
に
お
け

る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
目

的
を
実
現
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
に
区
分
さ
れ
た

専
門
職
大
学
の
課
程
に
お
い
て
は
、
当
該
前
期
課
程
を
修
了
し
な
け

れ
ば
、
当
該
前
期
課
程
か
ら
当
該
後
期
課
程
に
進
学
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
と
す
る
。

　

第
八
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
二　

専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
に
係
る
実
務
の
経
験

を
通
じ
て
当
該
職
業
を
担
う
た
め
の
実
践
的
な
能
力
を
修
得
し
た
者

が
専
門
職
大
学
等
（
専
門
職
大
学
又
は
第
百
八
条
第
四
項
に
規
定
す

る
目
的
を
そ
の
目
的
と
す
る
大
学
（
第
百
四
条
第
五
項
及
び
第
六
項

に
お
い
て
「
専
門
職
短
期
大
学
」
と
い
う
。）
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
百
九
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
入
学
す
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
実
践
的
な
能
力
の
修
得
に
よ
り
当
該
専
門
職
大
学
等

の
教
育
課
程
の
一
部
を
履
修
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
文
部
科

学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
修
得
し
た
実
践
的
な
能
力
の
水

準
そ
の
他
の
事
項
を
勘
案
し
て
専
門
職
大
学
等
が
定
め
る
期
間
を
修

業
年
限
に
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
は
、
当

該
専
門
職
大
学
等
の
修
業
年
限
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
期
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
九
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
　

専
門
職
大
学
院
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
に
就
い
て
い
る
者
、
当
該

職
業
に
関
連
す
る
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
協
力
を
得

〇
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
抄
）

平
成
二
九
・
五
・
三
一　

法　
　
　

四　
　
　

一　

　

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
八
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
三
条
の
二　

前
条
の
大
学
の
う
ち
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授

研
究
し
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
実
践
的
か
つ

応
用
的
な
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
専
門

職
大
学
と
す
る
。

　
　

専
門
職
大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
に
就
い
て
い
る
者
、
当
該
職
業
に
関

連
す
る
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
教
育
課

程
を
編
成
し
、
及
び
実
施
し
、
並
び
に
教
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る

も
の
と
す
る
。

　
　

専
門
職
大
学
に
は
、
第
八
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
課
程
を
置

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

第
八
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
七
条
の
二　

専
門
職
大
学
の
課
程
は
、
こ
れ
を
前
期
二
年
の
前

期
課
程
及
び
後
期
二
年
の
後
期
課
程
又
は
前
期
三
年
の
前
期
課
程
及

び
後
期
一
年
の
後
期
課
程
（
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り

修
業
年
限
を
四
年
を
超
え
る
も
の
と
す
る
学
部
に
あ
つ
て
は
、
前
期

二
年
の
前
期
課
程
及
び
後
期
二
年
以
上
の
後
期
課
程
又
は
前
期
三
年

の
前
期
課
程
及
び
後
期
一
年
以
上
の
後
期
課
程
）
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
た
だ
し
書
略
〕
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は
、
そ
の
旨
を
当
該
保
護
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

第
二
十
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

　
　
　

家
庭
裁
判
所
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
行
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
措
置
に
関
す
る
承
認
の
申
立
て
を
却
下
す
る
審
判
を

す
る
と
き
で
あ
つ
て
、
家
庭
そ
の
他
の
環
境
の
調
整
を
行
う
た
め

当
該
勧
告
に
係
る
当
該
保
護
者
に
対
す
る
指
導
措
置
を
採
る
こ
と

が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
当
該
指

導
措
置
を
採
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

第
五
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

　
　

第
三
十
一
条
第
四
項
中
「
同
条
第
五
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
七
項

ま
で
の
規
定
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
三
条
第
六
項
か

ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
第
三
十
三
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」

に
改
め
る
。

　
　

第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
措
置
」
の
下
に
「（
第
二
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
て
採
る
指
導
措
置
を
除
く
。）」
を
加

え
、
同
条
第
五
項
中
「
経
過
す
る
ご
と
に
、」
を
「
超
え
て
引
き
続

き
一
時
保
護
を
行
お
う
と
す
る
と
き
ご
と
に
、
児
童
相
談
所
長
又

は
」
に
、「
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
」
を
「
家
庭
裁
判
所
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
請
求
」
の
下
に
「
若
し
く
は
当
該
児
童
の
未
成
年
後
見

人
に
係
る
第
三
十
三
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
の
解
任

の
請
求
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
措
置
」
の
下
に
「（
第

二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
て
採
る
指
導
措
置
を

除
く
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中

「
第
六
項
各
号
」
を
「
第
八
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中

「
第
六
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

　
　
　

児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に

〇
児
童
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
抄
）

平
成
二
九
・
六
・
二
一　

法　
　
　

六　
　
　

九　

　
（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
八
条
第
一
項
及
び
第
八
項
中
「
、
第
三
十
三
条
第
五
項
」
を
削

る
。

　
　

第
二
十
一
条
の
十
の
五
第
一
項
中
「
医
師
」
の
下
に
「
、
歯
科
医

師
、
保
健
師
、
助
産
師
」
を
加
え
る
。

　
　

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
第
八
項
」
を
「
第

三
十
三
条
第
十
項
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
並
び
に

第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第
九
項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
定

め
て
」
の
下
に
「
、
当
該
申
立
て
に
係
る
保
護
者
に
対
す
る
指
導
措

置
を
採
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
」
を
加
え
、「
求
め
、」
を
「
求
め
る

こ
と
、」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
承
認
の
」
の
下
に
「
申
立
て

に
対
す
る
承
認
の
」
を
加
え
、「
保
護
者
に
対
し
指
導
措
置
」
を

「
保
護
者
に
対
す
る
指
導
措
置
」
に
、「
当
該
保
護
者
に
対
し
、
指
導

措
置
を
採
る
べ
き
旨
を
都
道
府
県
に
」
を
「
都
道
府
県
に
対
し
、
当

該
指
導
措
置
を
採
る
よ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

　
　
　

家
庭
裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
行
つ
た
と
き

　
　
　
附
　
則
（
抄
）

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
た
だ
し
書
略
〕

　
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
六
十
一
条
第
六
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

　
　

第
六
十
二
条
第
四
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

〇
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
抄
）平

成
二
九
・
六
・
二　

法　
　 

五 　
　

二　

　
（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
十
一
条
の
五
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の

十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一
項
」
に
改
め

る
。

　
　

第
二
十
一
条
の
五
の
七
第
十
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八

第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
章
第
二
節
第
四
款
中
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
一
を
第

二
十
一
条
の
五
の
三
十
二
と
し
、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
か
ら

第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

　
　

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の

二
十
五
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
二
項
」
に
改

め
、
第
二
章
第
二
節
第
三
款
中
同
条
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八

と
し
、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七

と
す
る
。

　
　

第
六
十
二
条
第
四
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
」

を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
二
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
の

五
の
二
十
六
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
」

に
改
め
る
。

〇
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
抄
）

平
成
二
九
・
六
・
二　

法　
　 

四 　
　

五　

　
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
二
条　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
権
利
は
、」
の
下
に
「
こ
れ
ら
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
中
断
」

を
「
完
成
猶
予
及
び
更
新
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
民
法
第

百
五
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
効
中
断
」
を
「
時
効
の
更

新
」
に
改
め
る
。

　（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
十
三
条　

施
行
日
前
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
第
七
十
八
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
時
効

の
中
断
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
事
由
の
効
力
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
抄
）

　

こ
の
法
律
は
、
民
法
改
正
法
の
施
行
の
日
〔
平
成
二
九
年
六
月
二
日

か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
〕
か
ら
施
行
す
る
。〔
た
だ
し
書
略
〕

法
第
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位

（
専
門
職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。）
を
有
す
る
場
合
又
は
」
を
加
え
、「
こ
れ
」
を
「
学
士
の
学
位

を
有
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
。

　
　

別
表
第
五
備
考
第
一
号
の
二
中
「
に
は
、」
の
下
に
「
学
校
教
育

法
第
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位

（
専
門
職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。）
又
は
」
を
加
え
、「
こ
れ
」
を
「
学
士
の
学
位
」
に
改
め
る
。

　
（
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条　

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
法
別
表
第

一
備
考
第
二
号
に
規
定
す
る
学
校
教
育
法
第
百
四
条
第
三
項
に
規
定

す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
に
は
、
旧
学
校
教
育
法
第
百
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
含
む
も
の

と
す
る
。
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一
時
保
護
で
あ
っ
て
、
当
該
一
時
保
護
を
開
始
し
た
日
か
ら
二
月
を

超
え
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福

祉
法
第
三
十
三
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律

の
施
行
の
日
前
の
直
近
の
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
引
き
続
い
て
の
一
時
保
護
を
行
っ
た
日
（
引
き
続
い
て
の
一

時
保
護
を
行
っ
た
日
か
ら
二
月
を
経
過
す
る
ご
と
の
日
を
含
む
。）

に
お
い
て
、
旧
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
一

時
保
護
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

　
（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条　

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
（
検
討
）

第
四
条　

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
児
童

相
談
所
の
体
制
の
整
備
の
状
況
、
家
庭
裁
判
所
の
関
与
の
下
で
の
児

童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
を
適
切
に

保
護
す
る
た
め
に
都
道
府
県
及
び
児
童
相
談
所
が
採
る
措
置
の
実
施

状
況
そ
の
他
の
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
施

行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の

法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

童
相
談
所
長
」
を
加
え
、「（
児
童
福
祉
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ

る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、「
採
ら
れ
」
の
下
に
「
、
又
は
児
童

福
祉
法
第
三
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
時

保
護
が
行
わ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
都
道
府

県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
児
童
相
談
所
長
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項

中
「
児
童
福
祉
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、「
変
更

さ
れ
た
場
合
」
の
下
に
「
、
児
童
福
祉
法
第
三
十
三
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
保
護
が
解
除
さ
れ
た
場
合
」
を
加

え
、「
全
部
又
は
」
を
「
全
部
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
採
ら
れ
」
の

下
に
「
、
又
は
同
法
第
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き

一
時
保
護
が
行
わ
れ
」
を
加
え
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
法
第

二
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
審
判
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第

三
十
三
条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
引
き
続
い
て
の
一
時
保
護
に

係
る
承
認
の
申
立
て
に
対
す
る
審
判
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中

「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
児
童
相
談
所
長
」
を
加
え
る
。

　
　

第
十
三
条
の
四
中
「
医
師
」
の
下
に
「
、
歯
科
医
師
、
保
健
師
、

助
産
師
」
を
加
え
る
。

　
　

第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
三
十
三
条
第
八
項
」
を
「
第
三
十
三
条

第
十
項
」
に
、「
第
三
十
三
条
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
第

三
十
三
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則
（
抄
）

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附

則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

第
二
条　

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
法
律
に
よ

る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
児
童
福
祉

法
」
と
い
う
。）
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

よ
る
引
き
続
い
て
の
一
時
保
護
に
係
る
承
認
の
申
立
て
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
一
時
保
護

を
開
始
し
た
日
か
ら
二
月
を
経
過
し
た
後
又
は
同
項
の
規
定
に
よ

り
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
つ
た
後
二
月
を
経
過
し
た
後
も
、
当

該
申
立
て
に
対
す
る
審
判
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
一

時
保
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
申
立
て
を
却
下

す
る
審
判
が
あ
つ
た
場
合
は
、
当
該
審
判
の
結
果
を
考
慮
し
て
も

な
お
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に

限
る
。

　
　
　

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
引
き
続
い
て
の
一
時
保

護
に
係
る
承
認
の
申
立
て
に
対
す
る
審
判
が
確
定
し
た
場
合
に
お

け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
引
き
続
き
一

時
保
護
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
引
き
続
き
一
時
保
護
を
行

つ
た
」
と
あ
る
の
は
、「
引
き
続
い
て
の
一
時
保
護
に
係
る
承
認

の
申
立
て
に
対
す
る
審
判
が
確
定
し
た
」
と
す
る
。

　
　

第
三
十
三
条
の
六
第
四
項
中
「
第
三
十
三
条
第
六
項
第
二
号
」
を

「
第
三
十
三
条
第
八
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　
　

第
三
十
三
条
の
七
中
「
児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た

な
い
者
（
以
下
「
児
童
等
」
と
い
う
。）」
を
「
児
童
等
」
に
改
め

る
。

　
　

第
三
十
三
条
の
十
第
三
号
中
「
児
童
の
」
を
「
児
童
に
」
に
改
め

る
。

　
（
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
四
条
第
二
項
及
び
第
五
条
第
一
項
中
「
保
健
師
」
を
「
歯
科
医

師
、
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
」
に
改
め
る
。

　
　

第
十
二
条
の
四
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
児
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